
4 結 核 検 診    

 1 概　　要 

1] 検査方法

胸部エックス線デジタル撮影による背腹1方向撮影 

2] 判定方法

呼吸器の専門医が二重読影を行い判定する。

なお、二重読影は第一、第二読影を独立して行う。  

2 実施状況

【年次推移】

令和2年度は１町から委託を受けたが、今年度は0件であった。 

受 診 者 数 688 398 231 0 0

5.7 8.8 5.6 0.0 0.0

※単独実施での検診のみ計上

要 精 検 率 （％）

令和4年度令和2年度平成30年度 令和元年度 令和3年度

　インターネットを利用した集団健診申込受付は、検診対象の全市民が24時間スマートフォ

ンやパソコンから「いつでも・どこでも」健診申込を可能とするものである。

　インターネットを利用した申込の割合は下表のとおりであり、年代別でみると30歳から50 

歳代の働く世代を中心に閉庁時間帯における申込割合が高かった。

* 真岡市、芳賀町、矢板市及び塩谷町は、前年度受診者に受診予約日の決定通知を送付（受診日優

　先予約）しており、受診予約日の変更または、新規申込者のみインターネットを利用している。

表1 インターネットを利用した健診申込状況

表２ コールセンターを利用した健診申込状況

5 その他の事業・検査

受診団体の依頼等により、下記の事業及び検査を実施した。 

1－1 インターネットを利用した集団健診申込受付の実施

　インターネットを利用した申込方式に併せ、集団健診の電話予約受付業務を当事業団が代

行するコールセンター事業を平成30年度健診申込分から開始した。

　専用電話回線を期間限定で開設し、県内の専門業者と連携しながら専門のオペレーターが

電話による予約受付を行った。令和4年2月に大田原市の集団健診の申込を実施し、3日間で

1,330件の予約を受け付けた。また、矢板市においては、令和4年3月に集団健診の申込を3日

間で150件の予約を受け付けた。

1－2 コールセンターを利用した集団健診申込受付の実施

 健診申込数 
健診申込数の内コールセンター 

利用での申込数(％) 

健診申込数の内インターネット 

利用での申込数(％) 

大田原市(3 日間) 3,284 1,330 (40.5)  1,954 (59.5) 

矢板市(3 日間) 217 150 (69.1) 67 (30.8) 

受診日 

優先予約 

健診 

申込数 

事前に予約された

予約日のまま受診

した人数（％） 

インターネット利

用での申込数(％) 

インターネット申込の内 

閉庁時間帯の申込数(％) 

栃 木 市  16,522 ― 5,611 (34.0) 3,259 (58.1) 

下 野 市  7,804 ― 4,373 (56.0) 2,576 (58.9) 

鹿 沼 市 

真 岡 市 

大田原市 

那須烏山市 

芳 賀 町 

野 木 町 

矢 板 市 

塩 谷 町 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 
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9,124 

15,430 

12,996 

3,704 

4,185 

3,860 

6,297 

4,154 

― 

11,395（73.8） 

― 

― 

2,768（66.1） 

― 

3,802（60.4） 

3,209（77.3） 

3,122 

550 

4,508 

1,173 

460 

1,360 

1,024 

178 

(34.2) 

( 3.6) 

(34.7) 

(31.7) 

(11.0) 

(35.2) 

(16.2)  

( 4.3) 

1,867 

306 

2,537 

681 

308 

695 

529 

105 

(59.8) 

(55.6) 

(58.1) 

(58.1) 

(67.0) 

(51.1) 

(51.6) 

(59.0) 
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2 特定健診・若年健康診査の二次検診実施【大田原市】

　健康課題である循環器病及び糖尿病等の予防可能な生活習慣病を早期発見、早期介入する

ことを目的に、平成25年度から下表のとおり特定健診・若年健康診査の二次検診を実施して

いる。「自分のからだをもっと知る自分探しの二次検診」として、市の全額負担により令和

4年9月から令和5年3月の期間に46名の検診を実施した。

3 甲状腺超音波検査の実施【日光市】

　東日本大震災に伴う東京電力福島第一原発事故により放出された放射性物質の健康への影

響を把握し市民の健康管理に寄与することを目的に、平成25年度から甲状腺超音波検査を実

施した。対象は、事故当時18歳未満の方であり令和4年度は222名の検査を実施した。なお、

令和4年度をもって事業は終了となった。

4 風しんの追加的対策における風しん抗体検査の実施

　平成31（2019）年4月1日から国の「風しんに関する追加的対策」が実施され、これに伴い

当事業団においても、集合契約に係る風しん抗体検査の実施体制を整備している。

　令和4年度は、15市町324名実施した。

5 「推定1日食塩摂取量」検査の実施【塩谷町】

　高血圧者に対する保健指導等をより効果的に行うことを目的として、令和3年度から特定

健康診査・健康診査の受診者全員を対象に、「推定1日食塩摂取量」の検査を実施した。

　特定健康診査等の受診に併せて、追加の採尿を行い、推定1日食塩摂取量の算出方法につ

いては、「高血圧治療ガイドライン2019」を参考とした。

　令和4年度は1,341名の検査を実施した。

「風しんに関する追加的対策」

国は、風しんの追加的対策として、令和7年3月31日までの間に限り、昭和37年4月2日か

ら昭和54年4月1日までの間に生まれた男性（抗体保有率の低い世代の男性）に対し、予防

接種法に基づき風しんの定期接種を行うこととした。ワクチンの効率的な活用等のため市

町村が主体となり対象者に抗体検査を実施し、結果が陰性だった者に対して風しんの定期

接種を行う。抗体検査の受検については、医療機関での受検のほか、市町村が保険者と

なって運営する国民健康保険の被保険者等に対しては、特定健診等の機会を活用し、事業

所に使用される者に対しては、事業所において定期に実施する健康診断の機会を活用して

風しん抗体検査を実施すると示されている。

内    容 目    的 

75ｇ糖負荷検査 

(インスリン測定を含む) 

血液検査 

 （４回採血*） 
隠れ糖尿病(リスクの度合い)の発見 

頸動脈超音波検査   超音波検査 
早期の動脈硬化による血管変化 

（血管の厚さやプラーク）の把握 

微量アルブミン尿検査 尿検査 早期の腎機能の変化（傷み具合）の把握 

* 空腹時・30 分・60分・120分 
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一 般 健 康 診 断

メ ン タ ル ヘ ル ス 支 援

ハラスメント防止支援

特 殊 健 康 診 断

骨 粗 し ょ う 症 検 診

結 核 検 診

腸 内 細 菌 検 査

そ の 他 の 事 業 ・ 検 査
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